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≪ 掲載内容 ≫ 
・ 平成 15 年度 後半活動状況 
・ 平成 16 年度活動予定 
・ お知らせ 
・ 各県活動状況 

（各県の研修会、耳の日事業） 
 
【平成 15 年度 後半活動状況】 

・ 第３回理事会 
11 月 29 日～11月 30 日（熊本市） 

・ 第４回理事会 
２月 28 日～２月 29 日（熊本市） 

 
【平成 16 年度 活動予定】 

・ 第１回理事会 
６月 25 日～６月 26 日（大分市） 

・ 第 30 回九州手話サークル連絡協議会  
評議員会  ６月 26 日（大分市） 

・ 第１２回九州手話サークル連絡協議会  
リーダー研修会 ６月 27 日（大分市） 

・ 第２回理事会 
９月３日      （鹿児島市） 

・ 第 32 回全九州手話通訳者研修会 
９月４日      （鹿児島市） 

・ 第３回理事会 
11 月 27 日～11月 28 日（熊本市） 

・ 第４回理事会 
２月 26 日～２月 27 日（熊本市） 
 

 
 
【お知らせ】 
○九手連創立３０周年 
 九州手話サークル連絡協議会（九手連）

は、今年創立３０周年を迎えました。 
 現在、創立３０周年記念誌（仮称）発刊

に向けて準備中です。 
 
○九手連のホームページを開設しました 
 ＵＲＬは 
 http://www.geocities.jp/kyusyuren/ 
 
 掲示板もありますので、様々な情報交換  

に役立ててください。 
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【各県の活動状況】 

＜福岡県＞ 

福岡県手話の会連合会研修事業報告 
 
《第１回サークル運営会議》 
◇ 開催日時：平成 15 年６月１日（日） 

10：00～16：00 
◇ 開催場所：クローバープラザ（春日市） 
◇ 参加人員：60 名 
◇ テ ー マ：「識字学級に学ぶ」 
◇ 内  容 
   桂川町手話の会会長右田よう子氏を

講師に招き、同会が続けてこられた地

域のろうあ者との識字の取組みについ

て講演を願った｡ 
 
《第２回サークル運営会議》 
◇ 開催日時：平成 15 年 11 月 9 日（日）   

10：00～16：00 
◇ 開催場所：春日市役所 
◇ 参加人員：50 名 
◇ テ ー マ： 

「のぞいてみよう！よそのサーク

ル！！」  
◇ 内  容 
   ４サークルが各々の地域で手話の会

活動を通じて学んだことをろうあ者や

社会に対して還元しようと創意工夫し

て取り組んでおられることを紹介して

いただいた｡ 
・ 福岡手話の会 

「老人保健施設等に入所されている

ろうあ老人への訪問活動」 
・ 大宰府手話の会 

「手話による大宰府観光案内」 
・ 浮羽郡手話の会 

「ＮＰＯカルスポにおける活動」 
・ 北九州市聴覚障害者協会と北九州手

話の会 
「聴障協女性部と手話の会合同の老

人ホームへのボランティア活動と

交流」 

 
 
《福岡県手連広報セミナー》 
◇ 開催日時： 

第１回＝平成 15 年 6 月 22 日（日）  
第２回＝平成 16 年 2 月 8 日（日） 

◇ 開催場所：クローバープラザ 
◇ 参加人員：30 名 
◇ テ ー マ：「ﾊﾟｿｺﾝ活用した広報誌作り」 
◇ 内  容 
   県内各サークルにおいて広報（機関

紙・誌）担当者が参加して、広報誌作

成の基礎知識習得とパソコン（ワード）

を使った広報誌作成の演習を２回にわ

たり実施した｡ 
 
《第 33 回福岡県耳の日記念集会》 
◇ 開催日時：平成 15 年 3 月 7 日（日） 

13:00～ 
◇ 開催場所：福岡市民会館 大ホール 
◇ 内  容 
   映画「名もなく貧しく美しく」上映

と全日ろう連本部事務所長＝大杉豊氏

の講演 
 
                  

＜佐賀県＞ 

佐賀県手話の会連絡協議会主催研修会 
  

＊ 3 月 21 日（日曜日） 

会場：佐賀県東松浦郡浜玉町町民会館 

講師：小濱規男 氏 

手話奉仕員基礎課程レベルの研修会 

9：30�11：00 

講義「手話サークルと会員がなすべきこと」 

11：00�12：15 グループ討議 

13：00�15：20 実技 読み取り学習 

           要約練習  

          参加者 58 名 

 

   耳の日記念の集い 

＊ 3 月 7 日 

会場佐賀県鹿島市文化会館 
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第一部 

 記念講演「手話の文化に魅せられて」 

  講師 今泉友幸氏 

第二部 

 アトラクション 

   ＊地元サークルによる出し物 

   ＊デフマジック 

 

＜長崎県＞ 
長崎手話の会連合会報告 

第35回 耳の日集会inそのぎ 

 

テーマ 明日のしあわせを願って！ 

 ～手話による世界平和へのメッセージの意義～ 

 

 昨年８月９日（土）大きな反響を起こし

た被爆58回目の平和式典では、初めてろう

あ者よって、手話で「平和への誓い」がの

べられました。ろうあ者の代表山崎栄子氏

による「平和への誓い」を実現するための

いきさつやいろいろな想い、願いなど、推

薦いただいた被爆者団体「友愛会」会長や

長崎市被爆対策課関係者、県ろう協会長、

同長崎支部長、全通研長崎支部長などをパ

ネラーにお迎えし語っていただきました。 

 アトラクションは、デフ・ファミリー、

その他の団体による「よさこい踊り」や「琉

球太鼓」などで盛り上がりました！ 

 

    日時  平成16年3月7日（日） 

         13：00～  

  場所  東彼杵町総合会館  

 
 
＜熊本県＞ 
熊本県手話サークルわかぎ報告 
 

県わかぎの仲間大集合 
 

 去る 1 月 25 日（日）、「熊本県わかぎ研修

会」が、熊本県身体障害者総合福祉センタ

ーの一室で開かれました。県内各地から多

数集まり「久しぶり！」の声が飛び交いま

した。   

〈午前の部〉は、熊本県内における「手話  

 奉仕員派遣事業の現状と課題」について、  

 派遣窓口の小野尚寿氏から説明がありま 

 した。現在の通訳依頼のトップは医療関  

 係で全体の１／３！ 

  また、現在最大の課題は、通訳派遣の   

 着実な延びに対して、県の「障害者社会 

 参加総合推進事業」予算は現在こう着状 

 態にあり、赤字額はなんと 130 万円！ 

  事業が県から市町村へ委譲されていく  

 ことも理解した上で、私達がこの問題を 

 どう捉えどのように前向きに行動してい 

 くべきか検討していかなければならない  

 ということでした。 

  

〈午後の部〉は、５グループに分かれての  

 フリーディスカッションでした。午前の  

 部の課題について意見交換したり、各地 

 域の活動状況についての情報交換、個 

 人的な行き詰まりや不満を本音でぶつけ 

 合ったりと、「わかぎの仲間」ならではの 

 良い学び合いができました。 

  また、別室では各地域通訳派遣担当者 

 会議も行われ、最後に各グループからま 

 とめの報告と要望も出されました。 

  まる一日の研修会でしたが、時間が足    

 りないほどの活発な研修会でした。 

 （※次の大集合は、６月の「県わかぎ“お 

  泊まり総会”」！今年のホストは荒尾わ   

  かぎだそうです。仲間を求め刺激を求 

  めてあなたもぜひ参加してみません 

  か！？）         

 

＜大分県＞ 

大分県手話サークル連絡協議会報告 

 

１． 平成 15 年度の主な研修会のご紹介。 
１） 第 30 回大分県手話研修会 

この研修会も今年で 30回目を迎 
  え、例年、県手連主催で行なわれてい 
  ましたが、今年からは県聴障協、全通 
  研県支部、県手連の３団体共催で開催 
  されました。 
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「大分県立湯布院青年の家」にて 
  11 月 1、2日の 2 日間にわたり、の 
  べ 199 名の方が参加されました。 
   一日目は交流会中心ですが、明け方 
  まで熱心に討論されていたグループ 
  もあったようです。 
   二日目は４つの分科会に分かれ、各    
  分科会とも掲げたテーマに対し、活発 
  な討議がされていました。県手連は第  
  二分科会を担当し、「今後の手話サー 
  クル活動について」というテーマのも 
  と、パネルディスカッション形式で議 
  事進行し、その後のグループ討議にお 
  いては、今後の活動に対する方向性を 
  より明確にしようと、さまざまな意見 
  発表が行なわれました。 

 
２） 第６回県手連リーダー研修会（九

手連の補助で行なった研修です。） 
 
宇目町国際交流員のランス木村氏 
を講師とし、下記のテーマのもと 
に講演をして頂きました。 

  「宇目町の人たちの外国に対する 
  ステレオタイプを変える私の努力」  

 
   とても長いテーマではありますが、 
  ハワイ出身のランス木村氏の国際感 
  覚豊かな考え方に宇目町だけではな 
  く、われわれ日本人としてのステレオ 
  タイプを根本的に見直さなければな 
  らないと、参加者全員が実感したよう 
  です。 

※ 「ステレオタイプ」とは、行動様

式が型にはまって固定的である

という意味。 
 

２．「耳の日」事業について 
  第 36回耳の日記念大分県ろうあ者 
 福祉大会が、平成 16年 3月 7 日（日） 
 午前 10時から午後 3時まで別府ビー 
 コンプラザで開催されました。 
  午前中は第一部として式典が、午後か 
 らは第二部として、８団体によるアトラ 
 クションが行なわれました。毎年恒例の 
 大抽選会の後、来年度の開催地である中 
 津市への引継ぎ式で今大会の幕を閉じ 
 ました。 
  大会の趣旨は「耳の日を記念して、聴  
 覚障害者及び関係者が一堂に会し、相互 
 理解と信頼を深め、もって聴覚障害者の 
 福祉向上を図ることを目的とする。」で、 
 昭和 36年 3 月に第一回大会が大分市 
 で開催され、今年で 36 回を数えるに至 
 っています。 
 
 

＜宮崎県＞ 

宮崎県手話サークル連絡協議会研修事業報

告 

●県サ連研修会報告 

  2004 年 1月 25 日(日)、高鍋町の高鍋亀  

 の井ホテルにて、宮崎県手話サークル連 

 絡協議会 (県サ連) 創立 30 周年記念大会 

 ならびに第23回県サ連研修会が開催され 

 ました。晴天にも恵まれて県内各地から 

 手話サークル会員や聴覚障害者の方々な 

 ど合わせて約140名の参加がありました。   

  午前中は、県サ連創立 30 周年を記念し 

 て県聴覚障害者協会理事長の安藤豊喜氏  

 から「県サ連と共に 30 年」と題したご講 

 演をいただきました。 

  お話は宮崎県のろうあ運動の歴史と、 

 その発展の中で県サ連が誕生した背景か 

 ら、これまでの両者の連携、そして今後 

 の展望と課題に至るまで、プロジェクタ 

 ーを効果的に用いてわかりやすくご解説 

 いただきました。 

ランス木村氏（中央） 
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  午後は、ヨーロッパなど世界各地でも 

 活躍されているろう者のパントマイマー、 

 芳本光司氏から「私とパントマイム」と 

 題した講演とパントマイム公演をいただ 

 きました。名優チャップリンの手話にま 

 つわる逸話など、短い時間ながらも興味 

 深い内容が盛りだくさんの講演でした。 

  パントマイム公演では壁、ボール、ド 

 アなどをテーマにした見事な演技が披露  

 されました。最後は会場の参加者 4 名を 

 舞台に上げてのミニパントマイム教室と 

 なり、はじめは遠慮がちだった参加者も 

 指導を受けてコツをつかんでくると、表 

 情たっぷりの演技をみせて会場の爆笑と 

 拍手を誘っていました。 

 

 

 

●耳の日大会紹介 

  第 33 回宮崎県耳の日記念大会が 2004 

 年 3 月 7 日(日)に宮崎市船塚の宮崎県立 

 芸術劇場で行われました。午前中は式典 

 に続いて県内の成人聴覚障害者、ろう学 

 校生徒および手話を学ぶ聴者からの意見 

 発表がありました。 

  英語の弁論大会や全国ろう学生の集い  

 で自分の世界を広げ、ろう者としての自 

 覚を深める若者がいる一方で、聴覚障害  

 ゆえになかなか再就職が叶わない現実が 

 訴えられたりと、聴覚障害者を取り巻く 

 世界の明るい展望といまだ残る暗い現実 

 がともに胸に重く伝わった内容でした。   

  午後は全国ろう児をもつ親の会代表の 

 岡本みどり氏による記念講演が行われま 

 した。日本手話の言語性が徐々に認知さ 

 れつつあり、また龍の子学園のようなバ 

 イリンガル・バイカルチュラル教育が少 

 しずつ成果を見せ始めている時代背景の 

 中でも依然として動きの鈍いろう教育界 

 と。文部科学省に対して、「選択肢として 

 日本手話での教育を認めて」という、学 

 齢期の子を持つ母親としての切羽詰った 

 思いに満ち溢れたお話でした。 

 

 

 

＜鹿児島県＞ 

鹿児島県手話サークル連絡協議会研修事業

報告 

 
【研修レポート】 

鹿児島県手連は、年３回研修会を企画し、

手話の勉強会や講演会を開催しております。 
 
テーマ「鹿聾塾パートⅡ」 

２月１日（日曜日） １０時～１５時      
       参加人数５３名 
午前・・講演会 
午後・・交流会（質疑応答） 
 昨年、鹿児島県立聾学校は１００周年 
を迎えました。この学校記念大会の中で 
の公開授業（百年の歩み～私たちの過 
去・現在・未来～）当時の学校の様子・ 
授業内容・卒業して社会にでてからのこ 
と等を、それぞれ世代のちがう卒業生４ 
名（昭和１９年度卒～昭和５９年度卒） 
による講演をそのまま、県手連研修会で 
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行ないました。参加頂いた各地域の手話 
サークル会員からは、聾学校の歴史や授 
業内容を知ることができて勉強になっ 
た。聞こえないということでの苦労話や 
その時代その時代での、ろうあ者をとり 
まく環境等、聞く事が出来て良かった！ 
という感想を頂きました。 

  手話を学ぶ者として、貴重なお話しを 
 聞く事が出来たと思います。 
 
【「耳の日」事業】 

 鹿児島県では、「耳の日」事業（県レ 
ベル）は開催しておりません。 
 なので、２月に開催した「第２２回 手

話で話そう県民の集い」（県レベル）につ

いて簡単に報告いたします。 
 

２月１５日（日曜日）１０時～１５時   
鹿児島県鹿屋市  参加人数４５０名 
午前・・式典 
記念講演 演題「この命ある限り」 

  講師 山崎 榮子氏 
    （長崎ろうあ福祉協会） 

午後・・アトラクション   
 

 この集いは、１９８１年国際障害者年

を記念して開催した「第１回手話で話そ

う県民の集い」を引き継いで、開かれて

いるものです。毎年、鹿児島県の各地域

が持ち回りで行なわれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【一口メモ】 
メール１１０番情報を集めてみました。 
 
福岡 未設置 
佐賀 saga110@po.bunbun.ne.jp 
長崎 未設置 

熊本 kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp 
大分 toyonokuni110@pipopa.ne.jp 
宮崎 miyapo.110mail@oregano.ocn.ne.jp 
鹿児島 110@po.pref.kagoshima.jp 

※沖縄県は、対象者のみに公開。 

 

熊本市消防局は、平成１５年１０月１日か

らメール１１９番をスタート！  
shouboujouhou@city.kumamoto.kumamoto.jp 
 
 
 
～鹿児島研修会のお知らせ～ 
「第５３回全九州ろうあ者大会」 
「第 32 回全九州手話通訳者研修会」併催！ 
 
日時）平成 16 年 9 月３日（金） 

～9 月 5 日（日） 
※ 手話通訳者研修会及び聴覚障害者 

問題研修会は９月４日（土）開催 
※ 大会式典及びアトラクションは、 

９月５日（日）開催 
会場） 
 鹿児島市 

  市民福祉プラザ 

  県文化センター 

  県民交流センター ほか 

 

大会事務局 

 〒890-0021 

  鹿児島市小野１丁目１番１号 

      ハートピアかごしま ３階 

  鹿児島県聴覚障害者協会内 

  第53回全九州ろうあ者大会実行委員会 

       TEL/FAX 099-228-6357 

                      

編集後記 

 各県から記事を頂いていなが

ら、発行が大変遅れてしまいま

して、申し訳ありませんでした。

 今回、九手連ＨＰを開設いた

しました。情報の発信と共有化

に大変有効な手段です。会員の

皆様との双方向の情報交換、意

見交換の場に発展しますことを

期待しております。           


